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第
八
十
三
号 

日本のこころを大切にする党 
 井桁まこと氏 挨拶 

日本会議地域講演会 in 知多 開催！ 

森藤左エ門愛知県本部理事長 挨拶 

   熱弁をふるう杉田水脈先生 
国内では従軍慰安婦問題の嘘は暴か
れつつあるが、国連の場で我々の主張
はまだまだマイノリティとの事 

❏ 去る５月２８日（土）東海市市民活動センターにおいて、前衆議
院議員の杉田水脈先生をお招きし「国連における日本の名誉回復の戦
い」と題した講演会が開催された。 

国連を舞台に日本人による反日活
動によって、慰安婦問題や男系皇
位継承が女性差別であるなどと、
日本の真実の歴史が大きく歪めら
れている昨今、杉田先生による

「従軍慰安婦が存在したとする
資料は見つかっていない」との 

●５月２９日(日) 午後１時～３時  
●昭和区御器所交差点南西角地にて  
●参加者５名 

第３回憲法改正推進会議を開催 
❏ 去る５月３１日、愛知県神社庁会議室において、第３回憲法改
正推進会議が開催された。当日は、国会議員（代理）３名、地方
議員６名、協力団体代表、本会役員、支部長の計２６名の出席を
得て、昨年度の運動報告と、今年度の運動方針につき審議された。
とりわけ、賛同者拡大運動については、愛知県目標の３０万名を
４月２５日現在で突破したことの報告があり、満場の拍手でこれ
を称えあった。今後は、来るべき国民投票に備えて、賛同者への
情報発信や、ネットワーク構築に向けて準備することが提起され
た。また、直近の参議院選挙においても、改憲勢力３分の２を確
保すべく、支援することなども方針に盛り込まれた。その後、浜
谷英博氏（三重中京大学名誉教授）より、緊急事態条項について
のお話も伺い、その方面への理解が深められた。 

 
発表は、一石を投ずるに余りある内容だった。例によって国内マス
コミは、これを一切報じない構えであった。それにめげることなく
精力的に活動を続ける先生の奮闘をはじめ、今後の展望などが語ら
れた。会場は県外からの聴講者もあり、１００名を超えて盛会の内
に終了した。 

名古屋東部支部 
第３２回街宣活動実施！ 

５人の弁士がそれぞれの視点
から訴えた 

沢山の方がチラシを受け取っ
て下さった 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■７月３日（日）午前７時開始。 
■引き続き８月７日（日）午前７時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
★６月５日は、雨のため４名の奉仕者で窓枠の掃除

をしました。７月より毎月第１日曜の午前９時より
一般の方も昇殿参拝ができる「月参り」がありま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     （６月５日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
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陵
墓
参
拝
記 

そ
の
十
七 

八
日
（
日
）
今
日
は
母
の
日
。 

母
が
他
界
し
て
四
十
五
年
と
な
る
。
当
時
、

私
は
十
三
才
だ
っ
た
。
大
学
卒
業
後
、
三

年
は
地
方
の
役
所
で
働
い
た
が
、
そ
の
後
、

家
を
出
て
こ
の
運
動
に
飛
び
込
ん
だ
。
長

男
の
務
め
を
果
た
さ
ず
、
親
不
孝
の
限
り

を
尽
く
し
た
半
生
だ
っ
た
が
、
家
庭
を
持

ち
、
二
人
の
子
を
育
て
成
人
さ
せ
る
こ
と

も
で
き
た
。
母
が
天
か
ら
守
っ
て
く
れ
た

お
か
げ
で
あ
る
と
、
し
み
じ
み
思
う
。 

十
八
日
（
水
）
も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
展
全

体
会
議
に
出
席
。
本
年
度
の
出
展
七
団
体

代
表
が
集
ま
り
、
展
示
ブ
ー
ス
の
場
所
や
、

企
画
に
つ
い
て
協
議
が
あ
っ
た
。 

二
十
三
日
（
月
）
鈴
木
知
多
支
部
長
宅
を

訪
問
。
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
、
知
多
支

部
主
催
講
演
会
の
備
品
な
ど
を
届
け
た
。

奥
様
が
朝
摘
み
の
そ
ら
豆
を
持
た
せ
て
下

さ
り
、
早
速
、
夕
餉
に
い
た
だ
い
た
。 

二
十
六
日
（
木
）
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
パ

ラ
オ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
行
幸
啓
の
写
真
パ
ネ

ル
を
、
今
夏
の
戦
争
展
で
展
示
す
る
こ
と

と
な
り
、
そ
の
事
務
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。 

三
十
日
（
月
）
憲
法
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

が
小
牧
市
で
開
催
さ
れ
、
東
京
か
ら
の
い

さ
や
ま
ひ
と
み
講
師
を
送
迎
し
た
。
主
催

さ
れ
た
方
は
、
先
の
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
さ
れ
、
い
さ
や
ま
さ
ん
の
話
に
感
動

し
て
、
是
非
友
人
に
も
聞
か
せ
た
い
と
発

願
し
た
と
の
事
。
二
〇
名
も
の
参
加
者
が

あ
っ
た
。 

西
日
本
巡
礼
の
旅
十
五
日
目
、
今
日
は

淡
路
島
に
渡
り
ま
す
。
鳴
門
イ
ン
タ
ー

か
ら
高
速
道
路
に
入
る
と
じ
き
に
鳴
門

海
峡
そ
し
て
淡
路
島
で
す
。
淡
路
島
で

は
ま
ず
、
淳
仁
天
皇
の
淡
路
陵
を
参
拝

し
ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。
八
年

ぶ
り
の
参
拝
で
す
。
そ
れ
か
ら
南
へ
お

よ
そ
一
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
淳
仁
天

皇
の
お
母
様
で
あ
り
、
舎
人
親
王
、
追

尊
天
皇
崇
道
尽
敬
皇
帝
妃
の
大
夫
人
山

背
妃
の
お
墓
を
参
拝
し
ま
し
た
。
二
礼

二
拍
手
一
礼
。 

日
本
武
尊
の
お
母
様
の
御
陵
を
も
っ

と
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
と
思
い
ま
し
た
。

神
職
の
方
は
お
祓
い
を
受
け
よ
う
と

す
る
参
拝
客
の
相
手
を
し
て
い
た
の

で
社
務
所
の
女
の
子
に
訴
え
ま
し
た
。

彼
女
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
神
職
に
伝

え
ま
す
と
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。
炎

天
下
日
陰
を
見
つ
け
て
は
入
り
な
が

ら
日
岡
山
公
園
駐
車
場
ま
で
戻
り
ま

し
た
。
そ
し
て
加
古
川
か
ら
東
へ
少

し
戻
り
西
明
石
を
目
指
し
ま
し
た
。

次
は
欽
明
天
皇
皇
女
、
用
明
天
皇
皇

子
当
麻
皇
子
妃
の
舎
人
姫
王
の
玉
津

陵
墓
参
考
地
で
す
。
き
れ
い
に
形
を

残
す
前
方
後
円
墳
で
墳
丘
長
は
百
二

メ
ー
ト
ル
、
水
を
た
た
え
た
お
堀
に

囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
二
礼
二
拍
手
一

礼
。
こ
の
周
辺
に
は
い
く
つ
か
の
古

墳
群
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
宅
地
開

発
の
た
め
に
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。 

淡
路
島
最
後
の
目
的
地
は
式
内
名
神
大
、

淡
路
国
一
之
宮
の
伊
弉
諾
神
宮
で
す
。

国
産
み
、
神
産
み
を
終
え
た
伊
弉
諾
尊

が
、
最
初
に
生
ん
だ
淡
路
島
多
賀
の
地

の
幽
宮
（か
く
り
の
み
や
）に
鎮
ま
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。
本
殿

の
両
脇
に
は
日
本
会
議
の
憲
法
改
正
の

幟
旗
が
堂
々
と
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

次
は
北
北
東
へ
五
キ
ロ
ほ
ど
、
淳
仁
天

皇
の
初
葬
地
と
さ
れ
る
市
陵
墓
参
考
地

を
参
拝
し
ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
北
北
東
に
三
キ
ロ
ほ

ど
、
式
内
名
神
大
、
淡
路
国
二
之
宮
の

大
和
大
國
魂
神
社
を
参
拝
し
ま
し
た
。

二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

車
を
走
ら
せ
て
い
る
と
「
お
の
こ
ろ
島

神
社
」
の
看
板
が
目
に
入
り
ま
し
た
。

ノ
ー
チ
ェ
ッ
ク
で
し
た
が
思
わ
ず
そ
ち

ら
の
方
向
に
ス
テ
ア
リ
ン
グ
を
切
り
ま

し
た
。
昭
和
五
十
七
年
三
月
に
建
立
さ

れ
た
と
い
う
、
高
さ
二
一
メ
ー
ト
ル
余

り
の
朱
塗
り
の
大
鳥
居
が
目
を
引
き
ま

す
。
い
つ
の
時
代
の
創
建
か
は
う
た
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
古
く
か
ら
崇
敬
を

集
め
て
い
る
と
の
こ
と
。
淡
路
島
よ
り

先
に
で
き
た
お
の
こ
ろ
島
が
こ
の
丘
で

あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

三
日
（
火
）
第
十
二
回
愛
知
憲
法

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。
百
三
十
名
の
参

加
者
が
あ
り
、
満
席
と
な
る
。
報
道
各

社
は
、
読
売
新
聞
、
朝
日
新
聞
、
東
海

テ
レ
ビ
で
あ
っ
た
。
第
一
部
は
、
東
京

会
場
の
模
様
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
。

第
二
部
は
、
「
女
子
の
集
ま
る
憲
法
お

し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」
編
集
者
・
い
さ
や

ま
ひ
と
み
さ
ん
の
講
演
会
。
い
さ
や
ま

さ
ん
の
お
話
は
女
性
の
視
点
か
ら
語
ら

れ
て
、
大
変
わ
か
り
や
す
く
、
し
か
も

楽
し
く
聞
け
る
も
の
だ
っ
た
。
終
了
後
、

講
演
に
心
を
動
か
さ
れ
た
参
加
者
が
、

講
師
を
取
り
囲
ん
で
い
た
の
も
印
象
的

だ
っ
た
。 

淡
路
島
を
後
に
し
て
明
石
海
峡
大
橋

を
渡
り
西
の
加
古
川
市
に
向
か
い
ま

し
た
。
目
的
地
は
景
行
天
皇
の
皇
后
、

播
磨
稲
日
大
郎
姫
命
の
日
岡
陵
で
す
。

日
本
武
尊
の
お
母
様
の
御
陵
で
す
。

西
隣
に
日
岡
神
社
と
い
う
神
社
が
あ

り
ま
す
、
式
内
社
で
す
。
当
然
御
陵

と
関
連
し
て
い
る
と
思
い
参
拝
し
ま

し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。
し
か
し

御
由
緒
書
き
に
近
く
に
御
陵
が
あ
る

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。

境
内
を
見
回
し
て
も
そ
れ
ら
し
き
案

内
板
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
き

ら
め
て
そ
こ
か
ら
四
百
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
東
の
方
に
離
れ
た
日
岡
山
公
園
の

駐
車
場
に
車
を
停
め
日
岡
山
を
登
り

ま
し
た
。
山
の
頂
に
日
岡
陵
は
あ
り

ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

と
こ
ろ
で
登
っ
て
き
た
道
は
御
陵
の

参
道
の
途
中
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し

た
。
正
式
な
参
道
は
西
へ
と
延
び
て

い
ま
す
。
石
畳
の
普
請
か
ら
し
て
正

式
な
参
道
で
間
違
い
な
い
は
ず
で
す
。

不
審
に
思
い
な
が
ら
正
式
な
参
道
を

降
り
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。
日
岡
神
社
の
本
殿

の
脇
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。
参
道
入

り
口
に
は
目
立
た
な
い
石
柱
に
何
と

「
日
岡
御
陵
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
南
へ
六
キ
ロ
ほ
ど
の
允
恭
天
皇

の
第
二
皇
子
坂
合
黒
彦
皇
子
の
お
墓
も

参
拝
し
ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

そ
の
日
は
橿
原
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に

宿
泊
し
、
翌
日
は
こ
の
旅
の
締
め
く
く

り
と
し
て
橿
原
神
宮
と
神
武
天
皇
陵
を

参
拝
し
ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。

こ
う
し
て
走
行
距
離
五
千
キ
ロ
超
に
及

ぶ
私
の
長
い
長
い
巡
礼
の
旅
は
終
わ
り

を
迎
え
、
名
古
屋
へ
と
戻
り
ま
し
た
。 

（
愛
知
県
本
部 

事
務
局 

松
川
秀
康
） 

西
明
石
か
ら
更
に
東
へ
芦
屋
を
目
指

し
ま
す
。
芦
屋
の
高
級
住
宅
地
の
中

に
佇
む
、
平
城
天
皇
皇
子
の
阿
保
親

王
の
お
墓
を
参
拝
し
ま
し
た
。
二
礼

二
拍
手
一
礼
。
阿
保
親
王
は
嵯
峨
天

皇
に
在
原
姓
を
賜
与
さ
れ
臣
籍
降
下

し
ま
し
た
。
歌
人
在
原
業
平
は
阿
保

親
王
の
第
五
王
子
で
す
。 

こ
れ
よ
り
東
へ
進
む
と
陵
墓
が
無
数

に
点
在
す
る
大
阪
、
京
都
、
奈
良
地

区
に
入
り
ま
す
。
今
回
の
旅
の
締
め

く
く
り
と
し
て
、
大
阪
府
を
ス
ル
ー

し
て
、
今
ま
で
参
拝
で
き
ず
に
心
に

引
っ
か
か
っ
て
い
た
奈
良
県
御
所
市

に
あ
る
日
本
武
尊
の
白
鳥
三
陵
の
一

つ
琴
引
原
白
鳥
陵
を
参
拝
し
ま
し
た
。

二
礼
二
拍
手
一
礼
。 


